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法第２７条

労働基準法
労働安全
衛生法

作業環境
測定法

じん肺法
労働者災害
補償保険法

労働災害
防止団体法

雇用保険法 その他

有機溶剤中毒予防規則

特定化学物質障害予防規則

電離放射線障害予防規則

クレーン等安全規則

ボイラー及び圧力容器安全規則

四アルキル鉛中毒予防規則

鉛中毒予防規則

ゴンドラ安全規則

高気圧作業安全衛生規則

酸素欠乏症等防止規則

事務所衛生基準規則

労働安全衛生規則

粉じん障害防止規則

その他

日本国憲法第２７条において、「すべて国
民は、勤労の権利を有し、義務を負う。」と
規定され、第２項では、「賃金、就業時間、
休息その他の勤労条件に関する基準は、
法律でこれを定める。」と定められている。

この「勤労条件に関する基準」とは労働基
準法のことであるが、このうち、労働基準法
第５章に定めのあった安全及び衛生につい
ては、技術の進歩、災害の発生等、産業・
労働の場における諸般の事情の変化を背
景に、安全衛生に関する法制の整備、充実
をはかるため、同章を母体として昭和４７年
に労働安全衛生法として独立した。

解説

労働安全衛生法施行令


